
 

 

令和５年度 学校評価【全日制】 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 15日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定
着、専門教育の
充実、共通教科
と専門教科の
バランスに配
慮した教育課
程編成や組織
的な授業改善
に取り組む。 

 
 
②専門教育充実
のため、資格取
得の推進、企業
や大学、専門学
校等との連携
など、工業高校
としての魅力
をより一層充
実する。 

 
 
③学校行事や生
徒会活動を充
実させ、生徒の
主体的活動を
推進する。 

 
 

①一人一台端末の
導 入 を 契 機 に
ICT の利活用を
さらに推進し、
生徒に確かな学
力が身につく授
業づくり及び組
織的な授業改善
に取り組む。 

 
 
②専門教育充実の
ため、資格取得
に向けた関心・
意欲を向上させ
る。また、工業教
育の充実を図る
ため、企業・上級
学校等との連携
事 業 を 推 進 す
る。 

 
③生徒の主体的な
活動を促進し、
様々な地域貢献
活動を通して生
徒の自己肯定感
を高める。 
 
 

①引き続き、ICT を利
活用した組織的な
授業改善を行うた
め「学習がより深ま
る ICT 利活用」をテ
ーマに授業研究を
推進していく。 

 
 
 
 
②授業の他、企業・上
級学校との連携事
業等を通して、現実
的な視点・イメージ
を伝え、資格取得へ
の関心・意欲の向上
を促す。また、取得
に向けた案内はも
とより、丁寧な指
導・補習を行う。 

 
③文化祭・体育祭・球
技大会等の運営を
生徒主体で行うこ
とで企画力・適応力
を育む。また既存行
事だけでなく外部
との域連携行事を
活用し、コミュニケ
ーション能力や社
会性を高める。 

①研究授業の際に生
徒アンケートを実
施し、ICT を利活
用することで、授
業における学習が
より進んだ、ある
いは深まった、と
いう肯定的な意見
が８割を超えた
か。 

 
②資格に関する相談
等どれだけ対応で
き、それに伴う受
検者数が前年と比
べ増加につながっ
たか。また、合格
率の維持・増加は
できたか。 

 
 
 
③既存行事や外部と
の連携行事を通じ
て企画力、対人関
係能力を身に付け
るとともに自己肯
定感を高められた
か。 

①ICT を利活用した
組織的な授業改善
「学習がより深ま
る ICT 利活用」を
テーマに授業研究
を実施している。 

 
 
 
 
 
②高大連携事業の一
環として大学生の
インターンシップ
を受入れ、生徒へ
の良い刺激になる
きっかけとなっ
た。また、第２種電
気工事士試験の講
習会に他科生徒も
参加した。 

 
③校内行事につい
て、生徒会本部が
主体で企画し、各
委員会の生徒同士
が協力して行えて
いる。また、新校に
向けて両校生徒会
が集まり制服や生
徒会規約について
意見交換をした。 

①生徒アンケートを
実施し、ICT を利
活用することで、
授業における学習
がより進んだ、あ
るいは深まった、
という肯定的な意
見が８割を超え
た。今後も取り組
んでいく。 

 
②講習会を設定する
時間が早朝等、限
られているため、
参加できない生徒
がいる。また、担
当職員の負担も大
きく、今後も継続
していくためにも
バランスを考える
必要がある。 

 
③ 校内外の行事は、

特定の生徒への
負担が大きいた
め役割分担を行
い、業務のバラン
スをとる。新校に
向けての意見交
換はリモートを
併用し負担を減
らしながら続け
ていく。 

①ICT の活用により学習が深
まったという意見が８割を
超えているのは立派であ
る。今後は小中学校時代に
当たり前のようにタブレッ
ト端末を活用した授業を受
けた生徒が入学してくるの
で、すべての教科で利活用
が進むように職員研修の充
実に努めていただきたい。 

 
②資格取得は工業高校の特色
の一つである。専門科目の
学習を深め、意欲を高める
きっかけにもなるので目標
を決めて計画的に取組んで
ほしい。 
生徒数が減少傾向であり、
受験数や合格者数だけで
なく割合をもとに推進状
況を評価する必要がある。 
 

③生徒に多様な価値観がある
中、できるだけ多くの生徒
が自分事として捉えられる
ような行事の内容として、
様々な方法で参画できるよ
うに参画方法を検討しても
らいたい。 
新校に向けて両校の生徒
の良さや強みに目を向け、
伸ばすような支援、指導を
続けてほしい。 

①ICT 活用については
多くの教科で着実
に取り扱っており、
今後タブレットの
全学年への導入に
ついても期待され
る。 

 
②各種検定の合格率 
は昨年度に比べ、上 
昇した。自信を持っ
た生徒同士、自分た
ちで勉強会を開き、
また、同じ目標を持
つ後輩に３年生が
教え、指導する姿が
見られた。今後も互
いに切磋琢磨する
環境が維持できる
かが課題である。 
 

③生徒会本部の業務
低減に向けて多少
進んだが、より一層
各担当が責任を持
って行えるように
整備する必要があ
る。また、新校に向
けて両校の生徒が
主体的に活動する
機会を今後も作る
必要がある。 

①ICT のさらなる活用
について、個人タブ
レットの活用を充実
させるため、職員の
研修をさらに進め、
利用率をより高めて
いきたい。 

 
②ものづくりコンテス 
ト等を通して資格に 
興味を持ち、自ら勉 
強を始めた生徒ほど 
力がついている。多
くの生徒の意識改革
を進めたい。そのた
めには、全科職員の 
協力が必須である。 
 

③各担当に当事者意識
を持たせるだけでな
く、ｸﾞｰｸﾞﾙﾌｫｰﾑやｽﾌﾟ
ﾚｯﾄﾞｼｰﾄなど ICTを活
用することで、生徒
会本部の業務低減を
行う。また、新校に向
けてはリモートなど
を併用し負担を減ら
しながら、引き続き
新校に向けて制服、
生徒会規約など両校
生徒会を中心に話し
合いを持たせ決めて
いく。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①個に応じた支
援のための組
織的な教育相
談体制を充実
するとともに、
基本的生活習
慣の確立に向
けたきめ細か
い生活指導に
取り組む。 

 
②部活動の活性
化や各種コン
テスト、競技会
への参加を通
して、生徒の達
成感、連帯感、
責任感を涵養
する。 

①SC、SSW 等と協働
し、個に応じた
支援のための組
織的な教育相談
体制を充実させ
るとともに、身
だしなみ指導の
充実や、規範意
識を高める取組
を推進する。 

 
②生徒が行事や部
活動に主体的に
取り組める体制
を整えるととも
に、生徒にとっ
て安全安心な学
校生活を健康的
に送れるように
する。 

①学習や生活に課題
を抱える生徒を全
体で支援するため
定期的な教育相談
会議を行い、教員間
での情報共有を行
う。身だしなみ指導
を通じて生徒への
意識付けを強化す
る。 

 
②生徒会役員を中心
に、部活動紹介や見
学の充実、行事の運
営などを主体的に
行える体制作りに
取り組むことで部
活動や行事の活性
化を図る。 

 

①生徒の課題を職員
間で共有し、課題
を解決することが
できたか。昨年よ
り生徒の事故件数
が減少したか。 

 
 
 
 
 
②部活動への生徒参
加数や活動意識が
高まったか。また、
アンケート等の結
果、生徒会行事の
充実が図れたか。 

①年度当初に教育相
談会議を２回実施
し、全職員で全校
生徒の情報を共有
し、生徒指導・支
援に資する力を高
めた。SC・SSW 面談
記録を回覧し、情
報共有を図った。
校門での身だしな
み指導を 2 回行っ
た。 

 
②今年度の球技大会
は、夏季のアンケ
ートを冬季の種目
決めに、また、他の
行事は昨年度の意
見を反映させた。 

①教育相談会議のさ
らなる充実と問題
行動件数の減少を
目指す。また、身
だしなみ指導や校
内指導を定期的に
行い、生徒の規範
意識を高めるとと
もに生徒指導事案
を未然に防止でき
るよう取組む。 

 
②文化祭はコロナウ
イルスが５類に移
り実施形態が昨年
度と状況が異なる
ため、昨年以前の
情報も取り入れ行
事の充実を図る。 

①生徒にとって教職員に理解
されていると実感できるこ
とが、全ての指導の基幹と
なるので、工業各科ごとの
ケース会議や教育相談体制
をさらに推進してほしい。 
指導については、なぜその
指導が必要なのか、意義に
ついて生徒に伝わるよう
に工夫してほしい。 

 
②コロナ禍以前と同様に戻す
のではなく、新たな生活様
式を見据えた活動としても
らいたい。 
部活動等を通じて楽しい 3
年間の高校生活を送り、少
しでも自己肯定感を高め
られる体験活動をさせて
ほしい。 

①サポートドッグを
年２回実施し、また
SSWの配置により教
育相談体制が充実
した。今後も生徒の
支援体制を強化し
たい。特別指導件数
が手前三箇年で最
も多くなった。 

②10 月の部活動集会
や生徒発案で２・３
学期の委員会集会
を行うことで、所属
意識や役割の認識
を持たせられた。今
後もより一層生徒
の意見を取入れ、生
徒自身に主体的に
取り組む意識を持
たせる必要がある。 

①悩みを抱える生徒を
早期に発見すること
が大切である。職員と
教育相談担当者との
連絡を密にしていき
たい。これまで以上
に、きめ細かい指導が
必要である。 

 
②今年度の新規の取組
みの継続はもちろ
ん、行事では事前事
後のアンケートを活
用し今後も生徒の意
見を取入れた行事の
運営を行い、生徒の
主体性・自己実現力
を養わせる。 

３ 進路指導・支援 
①生徒一人ひと
りの進路実現
に向けた指導、

①生徒一人ひとり
の個に応じた進
路指導や支援、

①ＰＴＡと連携して
進路説明会を実施
する。県西地区や各

①進路説明会を実施
できたか。また、
インターンシップ

①ＰＴＡとの連携で
進路説明会を実
施し、82%の保護

①インターンシップ
の実施は、２学年
等と協力し組織

①ミスマッチによる早期離職
や退学等が課題となってい
る。ミスマッチがないよう

①県西地区のインター
ンシップを中心に希
望生徒を参加させる

①インターンシップにつ
いては、次年度よりコ
ンソーシアムサポータ



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 15日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

支援の充実を
図る。 

 
 
 
 
②これからの時
代を生きて行
くうえで必要
な資質や能力
を育成するた
めのキャリア
教育を推進す
る。 

インターンシッ
プ、デュアルシ
ステムによる職
業体験を充実す
る。 

 
②キャリア教育を
充実させるため
のガイダンスを
推進する。 

 
 

科のインターンシ
ップを充実させ、デ
ュアルシステムの
活用も推進する。 

 
 
②学年に応じたキャ
リアガイダンスを
企画する。キャリ
ア・パスポートを活
用しながら、目標設
定や振り返りを行
う。 

やデュアルシステ
ムを通して、生徒
の進路に対する意
識が向上したか。 
 

 
②キャリアガイダン
ス実施後のアンケ
ート結果から、生
徒の進路に対する
意識が向上した
か。 

者が参考になっ
たと回答した。県
や地区のインタ
ーンシップに参
加した。 

②キャリアガイダン
スにより、約８割
の生徒の進路選
択の意識が向上
した。キャリアパ
スポートも、全学
年に配付し、学期
ごとに目標設定
と振返りに活用
している。 

的かつ計画的に
進める必要があ
る。各科のインタ
ーンシップの実
施状況に課題が
残る。 

 
②綿密に打合せ、年

間を通して適切
な内容で実施で
きている。今後は
他社の企画を考
慮しながら検討
が必要である。 

にインターンシップやデュ
アルシステムに力を入れて
ほしい。 

 
②進路未決定者が極端に少な
いのは一年次からの計画的
なキャリアガイダンスの賜
物と評価する。 
一人ひとりが、自分の強
みを生かした進路選択
ができるように、これか
らも支援、指導をお願い
したい。 

 

ことができた。また、
デュアルシステムと
しても新たな取り組
みをすることができ
た。次年度は、より多
くの生徒が経験でき
るような仕組みづく
りを行いたい。 

②計画的なキャリアガ
イダンスにより、８
割の生徒の進路選択
への意識が向上して
いる。今後もより充
実したガイダンスを
推進したい。 

ーが配置されることか
ら、本校の実情に合っ
たインターンシップ先
の開拓に向け、連携し
ていきたい。デュアル
システムは、課題研究
にいかに取り入れるこ
とができるか周知して
いきたい。 

②業者選定により、より
充実したガイダンスを
実現するとともに、新
たな教育効果を見込ん
だプランの検討等を進
めていきたい。 

４ 地域等との協働 

①地域産業や地
域社会との連
携、協働による
教育活動の充
実に取り組む。 

 
 
 
 
②地域や中学生
に工業高校の
魅力・特色を発
信するため広
報活動の充実
を図る。 

①自治会や地元企 
 業、ＰＴＡの取
組を検証し、さ
らなる連携強化
を行うことで、
生徒の教育活動
の向上につなげ
る。 

 
②学校主体のイベ
ントや地域行事
が再開しつつあ
る中、本校の特
色を生かし、体
験学習会を開催
する等、学校の
魅力や特色の周
知を行う。また、
最新の情報の発
信にも努める。 

①地域やＰＴＡ、学校
運営協議会から寄
せられた意見をフ
ィードバックし、さ
らなる連携の強化 
につなげる。 

 
 
 
②本校の特色を生か
した、体験学習や学
校説明会を企画・運
営し、学校の魅力発
信につなげる。さら
に HP だけでなく、
昨年度に引き続き、
SNS にも力をいれ情
報発信を 行う。 

 

①地域と連携した 
ものづくり活動の
実施などができた
か。また、アンケ
ート等の結果、地
域やＰＴＡから良
好な評価が得られ
たか。 

 
②学校説明会や体 
験学習会の参加者
からのアンケート
結果から企画内容
の評価を行う。ま
た、アンケート結
果からHPやSNSを
含む広報媒体の効
果について評価す
る。 

①地域のお祭り等に
科、部活動が参加
した。また、ＰＴＡ
活動として体育祭
やマラソン大会等
に参加し、生徒の
活動をサポートし
た。 

 
②SNS を利用し、本
校の活動を校内外
に PR することが
できた。保護者か
らの評判も好評で
あった。体験学習
会、学校説明会は
参加者も定員を満
たし、参加者アン
ケート結果も好評
であった。 

①様々な催しが再開
となり地域との連
携の機会が増え
た。そうした中、
新たな連携の場を
教育活動向上の視
点で選択する必要
がある。 

 
②SNS を利用してタ
イムリーに学校の
情報を地域の方や
保護者に届けてい
る。一方で教員主
導の発信がほとん
どであり、生徒か
らの発信の場を増
やしていきたいと
考えている。 

①生徒にとって、ものづくり
を通して地域で活躍するこ
とは大きな成長の場とな
る。担当する教員個人に負
担がかからないように組織
的な対応をお願いしたい。 

 
 
 
②SNS を通じて学校の情報を
生徒・保護者と共有するこ
とは大事である。HP で中学
生やその保護者に学校の魅
力を発信することにもさら
に取り組んでほしい。生徒
の皆さんが地域のイベント等
に協力されることは、地域の
皆さんにとってたいへんあり
がたい。引き続き地域活動に
積極的に参加してほしい。 

①本年度は昨年度より
多くの地域の行事等
に参加をすることが
できた。校外での活
動によって、生徒に
新たな学びの場を提
供することができ
た。課題としては、こ
れらの参加が教員個
人の負担になってい
ることが挙げられ
る。 

 
②SNS による情報発信
を継続的に行うこと
ができた。今後は、生
徒主体の魅力的なコ
ンテンツを発信する
ことが重要であると
認識している。 

①参加する行事を精査
するとともに、仕事
を個人でなく、グル
ープで取り組むよう
にする。そのために、
組織的な仕組みづく
りと、情報共有を徹
底する必要がある。 

 
②保護者や生徒会と連
携を行っていく。情
報収集を行い、生徒
主体の情報発信の土
台作りを来年度より
行っていく。まずは
ホームページの内容
を充実させ、本校に
関心がある中学生に
魅力を伝えることを
優先に行っていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安心し
て学校生活を
送れるよう学
習環境の整備、
防災体制の整
備に取り組む。 

 
②研修による意
識啓発、業務の
共有、協働、効
率化をめざし、
働き方改革の
推進と事故不
祥事の未然防
止を図る。 

①学校安全を第一
に防犯意識及び
防災意識を高め
られるよう防災
訓練等の実施と
防犯体制の見直
し、及び、一人一
台端末の利活用
に伴う ICT 環境
を整備し、生徒
が安心して学校
生活を送れるよ
うにする。 

 
②働き方改革を推
進するとともに
業務改善の推進
と不祥事の未然
防止に努める。 

①生徒の防災意識を
高められる防災訓
練等の在り方を検
討し、実施する。校
内の防災・防犯設備
を確認する等、防犯
意識を高める。ICT
環境においては引
き続き、利活用に適
する環境を検討し、
整備する。 
 

②各業務の見直し等
により、職員相互の
補助を進め、組織全
体の業務改善を行
う。 

①生徒の防災意識を
高める防災訓練が
実施できたかアン
ケートにより意識
改善が見られた
か。 
防災・防犯意識を
高める取組が実
施できたか。 
ICT 環境設備の改
善ができたか。 
 

②職員相互の連携や
協働により、個人
に業務が集中する
ことなく、遅滞や
事故なく業務を遂
行できたか。 

①防災訓練を３回実
施し、アンケート
で防災意識が高ま
ったと多くの生徒
が回答している。 
情報環境整備は
HDMI 端子の故障
改善の工夫によ
り、故障回数が減
少した。 
 

②グループリーダー
や一部の職員の業
務負担が大きい。
不祥事防止研修会
等の啓発活動を継
続し、不祥事が起
きない環境づくり
に尽力した。 

①防災意識を高め、
事前の備えを考え
ながら適切な行動
ができる生徒の育
成を目指し、防災
訓練を検討・準備
していく。 

② 
②業務が一人に集中
しないよう、各グ
ループ及びグルー
プ間の業務平準化
をさらに進める。
研修等を実施する
と同時に、働き方
改革を柱に事故の
起こりにくい職場
環境整備を進めて
いく。 

①生徒の防災意識を高める活
動に敬意を表します。今後
も大震災を教訓に命を守る
防災意識の向上を図ってい
ただきたい。 

 
②教職員の不祥事で一番傷つ
くのは生徒とその保護者で
あることを常に意識した事
故・不祥事防止の取り組み
を期待する。 
課題の解決にあたっては
専門家の活用とともに実
行予算の確保などにも努
めてもらいたい。 

 

①一人ひとりの防災
意識を高める防災
訓練を実施し、ＨＲ
教室の HDMI ケーブ
ルを整備した。生徒
に当事者意識を持
たせる防災訓練の
在り方を検討する。
ＨＲ教室の HDMI ケ
ーブル故障率を０
に近づけることと
ICT 環境の整備を目
指す。 

②各グループリーダ
ーに業務の負担が
大きくなる時期が
あった。不祥事防止
研修会等を通じて
全職員が規範意識
を持ち、業務を継続
する。 

①一つひとつの防災訓
練について効果的な
内容を検討し実施す
る。HDMI 配備の工夫
により故障率 0 を目
指す。また ICT 環境の
満足度を調査し、整備
を進める。 

 
②職員相互の連携によ
り、業務が一人に集中
することなく、遅滞や
事故なく業務が遂行
できるように、職員全
体で業務の標準化を
さらに進める。引き続
き、当事者意識を持て
るような研修等を実
践すると同時に、働き
方改革を柱に事故の
起こりにくい職場環
境整備を進めていく。 

 


